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時期 西暦 原因 修理箇所 典拠 備考
元和2～7年5月21日 1616～1621 雨 二之丸塀、三の丸虎口石垣 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日
寛永13年6月 1636不明 不明 不明 同年、干害・風水害被害の記録あり
承応2年6月6日 1653風水害 天守閣、櫓、多門破損 正事記2巻 名古屋叢書23巻332頁
寛文2・3年8月10日 1662/1663 ‑ 三之丸(幅下)水道 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日




延宝7年8月晦日(30日) 1679‑ 三之丸南方土居下水道 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日
元禄12年5月27日 1699‑ 三之丸内水道 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日








正徳4年7月28日 1715地震 不明。石垣わずか崩れる 新編日本被害地地震総覧増、補改訂
版政純日記
詳細は不明
享保5年6月12日 1720 三之丸内、南へ流れる水道 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日
享保9年5月9日 1724 三之丸内、南へ流れる水道 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日
享保13年6月28日 1728 三之丸内、西へ流れる水道 瑞龍院様御代奉書并御書付類之写 時期は、幕府の修補許可年月日
享保17年 1732不明 不明 不明 「石垣崩壊。（石垣に記録が彫りこまれて
いる)」




文化元年8月28日 1804水害 不明。石垣の孕みあるいは崩れ。 朝日村誌、櫻井村史、三河國西加茂
郡誌、飛騨編年史要、尾張徳川家譜
名古屋叢書三編1巻162頁
天保7年3月28日 1836水害か 不明。石垣の所々孕み、窪み。 名陽見聞圖會、青窓紀聞、尾張徳川
家譜
名古屋叢書三編1巻182頁







































































































られる。石垣の構築年代を慶長 15 年（1610）・寛永 8
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